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だるまの由来 

 公開講座 開催報告 

６月より３回にわたりオンラインでの公開講座を

開催しました。Ｚｏｏｍ機能を使い、少人数のグル

ープワークを含む参加型の研修。おひとりで参加

できるメリットだけでなく、施設ごとの研修では

味わえない魅力があります。アンケート結果を含

め、受講者の声をお届けいたします。 

講座内容 

6月 「若手・新人のための接遇マナー」 

8月 「ハラスメントを防ぐ職場づくり」 

１０月 「クレーム対応」 

実存した達磨
だ る ま

大師
だ い し

の姿を模して造ら

れ「だるま」と呼ばれるようになりま

した。南インド国王の三男として生

まれた達磨は、出家後、国内で仏教

を広めたのち、中国に渡ります。武

術で有名な嵩山
すうざん

少林寺で、９年間、

壁観（壁に向かった座禅）で悟りを

開きました。その過酷さから手足が

腐り落ち、今の形になったといわれ

ています。 

 

冬の風物詩 だるま市 

歳末から 3月にかけて各地で行われる「だるま市」。合格祈願やお願いごとなどが多くなる季節、 

だるまを目にすることが増えますね。今回は、だるまの由来や、色に込められた意味についてお届けいたします。 

今回のセミナーを職場の方に 

勧めたいですか 

セミナーの内容はいかがでしたか 

 

  

マナーインストラクター部ＨＰです。ぜひご覧ください。 
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中北マナーキャラクター 

次回は4月発行予定です 

     お楽しみに♪ 

 

 

 

目入れの風習 

江戸時代、大流行した「痘瘡
とうそう

」。 

失明などの後遺症があったことか

ら、だるまに目を入れ、痘瘡避け

のおまじないとしました。この頃

から「目を入れる＝縁起がいい」、

「芽が出る」など、縁起物と扱われ

るようになったといわれていま

す。陰陽説の教えで、先に左目

（陽）を入れ、願い事が叶うと右目

（陰）を入れるようになりました。 

だるまの赤は、高僧が身に付け

ていた法衣の色が由来。 

現在は、願いに合わせた色で、

選ぶこともあるようです。 

赤・・・魔除け、家内安全 

白・・・受験合格、目標達成 

黒・・・商売繫盛、事業繁栄 

桃・・・恋愛成就、愛情運ＵＰ 

緑・・・身体健勝、才能開花 

黄・・・金運上昇、五穀豊穣 

願いに合わせた色 

大変役に立つ 
63.9％ 

役に立つ 

30.6% 

 ふつう 5.6％ 

 

勧めたい

88.9％ 

 

 

どちらともいえない  

11.1％ 

 

ご感想（抜粋） 

・違う職種の方との意見交換は初めてで、とても貴重な研
修となりました。 

・はじめは緊張しましたが、同じメンバーで複数回ワーク
があったため、徐々に緊張もほぐれ話ができました。 

・自分では気づかないところを、他の人が着目していて、
学びが深まりました。交流でき楽しかったです。 
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